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1――原発事故のこころの健康への影響 

  

東日本大震災から 10 年が経とうとしている。それは、一般的に当事者でなければ風化してしまう

ほど長い年月かもしれない。しかし、原子力発電所事故の被害を受けた方々のなかには、今もその影

響が残り続けていることが、筆者らの研究グループ1が行ってきた、福島原子力発電所事故によって全

町民が避難を余儀なくされた福島県双葉町民を対象とした継続的なアンケート調査2で示されてきた3。 

図 1 は、こころの健康状態について、双葉町民の「K6」と呼ばれる全般的なストレス状態を診断す

る指標の数値の分布を示したものである。K6 は、国際的に使用されている全般的なこころの健康状

態を示す指標で 6 つの質問から成り、その合計の点数が高いほど、こころにストレスを抱えている可

能性が高いと考えられる4。ここで見られるように双葉町民の K6 の値は、日本全体の分布と比較して

も、その他の被災地域の分布と比較しても高い傾向がある。震災後、その分布は、緩やかな回復傾向

が見られるが、日本全体と同じような分布になるにはまだまだ長い時間が必要であることが分かる。

こうした傾向からは、多くの場合に震災後に同じ場所で生活再建が可能な津波や地震等の自然災害に

 
1 東京大学「災害からの生活基盤復興に関する国際比較」プロジェクト（東京大学大学院経済学研究科 教授 澤田康幸、ニ

ッセイ基礎研究所 研究員 岩﨑敬子） 

2 調査名は「東日本大震災による被害・生活環境・復興に関するアンケート」。東日本大震災による原子力発電所の事故で全

町民が避難を余儀なくされた、福島県双葉町の全世帯主を対象に、これまで、2013 年から過去 6 回行われてきた（過去実施：

2013 年 7 月、2014 年 12 月、2016 年 7 月、2017 年 12 月、2019 年 7 月、2020 年 12 月）。原子力発電所事故が人々にもた

らした被害を多面的・長期的に捉え、その人々への影響のメカニズムを明らかにし、それを被災地域の復興政策に役立てると

ともに、将来の災害対策に向けた研究蓄積とすることを目的とした調査である。第 6 回調査（2020 年 12 月実施分）は 2021

年 2 月現在、集計中であることから、本稿を含めて『福島原発事故から 10 年、「こころの減災」への鍵 (1)』～『福島原発事

故から 10 年、「こころの減災」への鍵 (4)』では、過去 5 回分の調査を元に議論する。 

3 各回の調査概要とこれまでの調査に含まれる質問項目の詳細については、岩﨑（2020a～2020e）の通り、ニッセイ基礎研

究所のホームページで公開されている。 
4 Kessler et al.（2002）、Furukawa et al.（2008）、古川ほか（2003） 
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比べて、震災後も別の場所での避難生活を続けざるを得ない原発事故という人的災害においては、こ

ころの健康への影響はより長期的で甚大である可能性があることが示唆される。 

 

  
引用) 岩﨑（2020e） 

注）この指標は心理的ストレスの度合いを示すもので、大きな値ほどストレスの程度が高いと考えられる。 

データの出典)  双葉: 東京大学「災害からの生活基盤復興に関する国際比較」プロジェクトによるこれまでの調査 

日本全体: 国民生活基礎調査（2013, 2016）  

その他地域: 東日本大震災被災者の健康状態等に関する調査（研究代表者：林謙治）2012 

 

2――「こころの減災」への３つの鍵 

 

では、震災による様々な社会経済的な状況の変化の中でも、どういった側面がこころの健康に影響

を与えているのか、そして、原発事故の甚大な被害の中でもどういった人がより良いこころの健康状

態を保っているのだろうか。こうした疑問は記述統計だけでは読み解くことができない。そこで、筆

者らは、被災者や町役場へのインタビューを通して得た知見を元に、ミクロ実証経済学の枠組みをベ

ースとしつつ、ソーシャルキャピタル研究という学際分野、行動経済学の枠組みや、公衆衛生学の手

法に基づいた、複数の分野を複合したユニークな学際研究の手法によって分析を行ってきた。その中

で浮かび上がってきた「こころの減災」への 3 つの鍵が、社会的なつながり（ソーシャル・キャピタ

ル）、損失回避、そして現在バイアス5である。それぞれの検証についての説明は、今後の基礎研レタ

ーに譲るとして、ここではまず、その 3 つに注目することになったきっかけを簡単に紹介しよう。 

 
5 現在バイアスの概念の説明については以下を参照。 

岩﨑敬子「後回し傾向で、貯蓄額は 211 万円減少・肥満率は 2. 8 ポイント上昇？！──ダイエットや貯金を妨げる双曲 

割引とは」3 分でわかる新社会人のための経済学コラム、第 110 回、2019 年 4 月 2 日、日本生命保険ホームページ

（https://www.nissay.co.jp/enjoy/keizai/110.html）。 
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図1. 日本全体、双葉町、その他被災地のK6の値の分布
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1| ソーシャル・キャピタル 

このアンケート調査の分析にあたってまず注目したのは、ソーシャル・キャピタルの役割である。

これは、筆者が参加したこのアンケート調査を始めるきっかけとなった双葉町の避難者へのインタビ

ューで6、人と人のつながりが避難経緯や現在の生活、こころの状態に及ぼす影響に関する話を、双葉

町の皆さまからうかがっていたことから、調査を開始する際にまず注目していた概念である。筆者ら

の分析では、実際に双葉町民同士のつながりを保つことは、こころの健康を良好に保つ助けになる可

能性があることが示された7。これは、被災前のつながりを保つことができる避難や、避難先で人と人

のつながりをつくるための取り組みの重要性を示す点で、政策的な示唆を提供するものである。 

 

2| 損失回避 

双葉町長とのミーティングで、「双葉では大きな家だったのに、今は小さな家に住んでいるというこ

とがストレスだ」という町民の声を知ったことが、こころの健康と損失回避の関係に注目したきっか

けである。町民にとって、震災後の生活を震災前との比較で捉えている可能性があることをデータを

用いて検証することは、賠償政策にも重要な知見を生み出す可能性がある。また、実際に損失回避の

モデルを災害という状況で検証した研究はこれまでなかった。筆者らの分析では、収入の喪失および、

健康の喪失とこころの健康の間に、損失回避の関係がみられることが確認された8。これは、十分な賠

償と災害による喪失への対策に関する早い段階でのコミットメントの必要性という政策的な示唆につ

ながるものである。 

 

3| 現在バイアス 

 最後に注目した現在バイアスは、社会経済的状況によって人々の選好も変わるかもしれないという

経済学の分野の学術研究と、現在バイアスが健康と関係しているという公衆衛生学の分野の学術研究

の流れからヒントを得た分析である。これらの先行研究から、双葉町の深刻なこころの健康の状況は、

現在バイアスの変化によって説明される可能性があり、もしそうであれば、こころの健康悪化を防ぐ

ために現在バイアスの変化を考慮に入れた政策が有効である可能性がみえてくるからだ。筆者らの分

析では、震災被害は震災前の現在バイアスの程度を増大させ、そのことがこころの健康悪化につなが

っている可能性があることが確認された9。これは、現在バイアスの増大による健康への影響を防ぐナ

ッジの可能性を示す点で政策的な示唆につながるものである。 

 

次回以降、ソーシャル・キャピタルの変化がこころの健康に与える影響の検証については『福島原

発事故から 10 年、「こころの減災」への鍵 (2)－ソーシャル・キャピタル－』、損失回避とこころの健

康の関係の検証については『福島原発事故から 10 年、「こころの減災」への鍵 (3)－損失回避―、現

在バイアスの変化がこころの健康に与える影響の検証については『福島原発事故から 10 年、「こころ

 
6 関谷・高倉（2019） 
7 Iwasaki et al. (2017) 
8 Iwasaki et al. (2019) 
9 Sawada et al. (2018) 
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の減災」への鍵 (4)－現在バイアス―』の３本の基礎研レターで、順次紹介していく。さらに筆者が執

筆した『福島原発事故とこころの健康－実証経済学で探る減災・復興の鍵』（日本評論社、2021 年 3

月 15 日発売開始）10では、双葉町の調査に至った経緯や、3 つの鍵概念である「ソーシャル・キャピ

タル」「損失回避」「現在バイアス」の説明及び因果関係に迫るための分析方法についても詳しく記載

している。読者の興味に合わせてぜひご参照頂きたい。 
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